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(1) 指導課

　平成２７年度改訂予定の小学校教科書に対応した年
間指導計画を作成する。

　平成２７年度改訂予定の小学校教科書に対応した年間指導計
画を作成した。

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　平成２８年度改訂予定の中学校教科書に対応した年間指導計
画を作成する予定である。

(2) 指導課

　義務教育9年間を見通した学習・生活指導ならびに特
別支援教育のさらなる推進を図るため、８月５日、６
日の２日開催にすることを予定している。

   平成２５年度は、小・中同日に行っていたが、２６年度は、
８月５日（小・特別支援学校）、６日（中・特別支援学校）の
２日間で開催した。小学校と中学校が互いの教育内容を理解
し、義務教育9年間を見通した教育課程実施上の課題解明に向
けて、充実した研究協議を展開した。

ｂ ａ ｂ ｂ b b

   義務教育9年間を見通した学習・生活指導ならびに特別支援
教育のさらなる推進を図るため、８月６日（小・特別支援学
校）、７日（中・特別支援学校）の2日間で開催することを予
定している。

(3) 指導課

　「全国学力・学習状況調査」（悉皆調査／対象学
年：小学校６年生、中学校３年生／調査教科：国語、
算数・数学）を実施する。
　「千葉市学力状況調査」（対象学年：小学校３年、
５年、中学校２年／調査教科：国語、社会、算数・数
学、理科、英語〈中学校のみ〉）を実施する。
　意識調査の状況と併せて分析し、その結果を生かし
「わかる授業」の推進を図る。

　「全国学力・学習状況調査」（悉皆調査／対象学年：小学校
６年生、中学校３年生／調査教科：国語、算数・数学）を平成
２６年４月２２日に実施した。
　「千葉市学力状況調査」（対象学年：小学校３年、５年、中
学校２年／調査教科：国語、社会、算数・数学、理科、英語
（中学校のみ）》を平成27年2月下旬～3月中旬に実施した。
　意識調査の状況と併せて分析し、その結果を生かし「わかる
授業」の推進を図っていく。

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　「全国学力・学習状況調査」（悉皆調査／対象学年：小学校
６年生、中学校３年生／調査教科：国語、算数・数学、理科）
を平成27年4月21日実施する。
　「千葉市学力状況調査」（対象学年：小学校３年、５年、中
学校２年／調査教科：国語、社会、算数・数学、理科、英語
〈中学校のみ〉）を平成28年2月下旬～3月中旬に実施する。
　意識調査の状況と併せて分析し、その結果を生かし「わかる
授業」の推進を図る。

(4) 指導課

　学校訪問などで得た各教科等の課題や学力の状況を
まとめ、分析し、指導に生かす。

　年度当初に全教職員（約4,700）へ配付し、随時活用を促す
とともに、教育課程研究協議会（約1,600人参加）や教科等主
任研修会（年２回）、学校計画訪問（３０校）や学校要請訪問
（延べ628回）等で活用し、指導・助言を行った。

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　学校訪問などで得た各教科等の課題や学力の状況をまとめ、
分析し、指導に生かす。

(5) 教職員課

　前年度に引き続き、きめ細かな指導を行うために、
小・中学校併せて４４人の少人数指導教員の配置を行
う。

　きめ細かな指導を行うために、小学校２７校に延べ３４人、
中学校１１校に延べ１５人、特別支援学校１校に１人を少人数
学習指導教員として配置した。 ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　小学校３年生の３６人以上の学級がある学校及び学年関係な
く教育活動の支援が必要な学校に対してよりきめ細かな指導が
できるよう少人数学習指導教員を配置する。

(7) 指導課

　「計画訪問」として、小学校20校、中学校10校、計
30校を計画的に訪問予定。また、２５年度と同様各学
校からの要請に応じて学校訪問し、わかる授業の実現
を目指す。

  「計画訪問」として、小学校20校、中学校10校、計30校を
計画的に訪問した。また、各学校からの要請に応じて学校訪問
し、わかる授業の実現を目指した。 ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　「計画訪問」として、小学校20校、中学校10校、計30校
を計画的に訪問予定。また、２６年度と同様各学校からの要請
に応じて学校訪問し、わかる授業の実現を目指す。

(12) 指導課

　児童生徒の自然事象を探究する意欲や技能、自然科
学や科学技術への関心を高める理科教育サポート事業
を展開する。

　理科教育サポーター32人を前期30校、後期に２９校の小・
中学校、合計５９校に配置した。このことにより、児童生徒の
自然事象を探究する意欲や技能、自然科学や科学技術への関心
を高めた。

- - - - b b

　児童の自然事象を探究する意欲や技能、自然科学や科学技術
への関心を高める理科教育サポート事業を展開する。
　本年度は、理科教育サポーター31人を通年で小学校30校に
配置する。

(13) 指導課

　児童実験会（理科教育センター）、生徒学習会（千
葉大学）、理科研究相談会（子ども交流館アリー
ナ）、植物観察会（県立中央博物館）、天文学習会
（科学館）、生徒実験会（理科教育センター）等の理
科教育センター行事を通して、児童生徒の科学への興
味や関心を高める。

　児童実験会に321人、生徒学習会に52人、理科研究相談会
に291人、植物観察会に51人、天文学習会に297人、生徒実
験会に27人の児童・生徒が参加した。また、県科学論文・科
学工夫作品展では、本市の作品が高く評価された。 ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　児童実験会（理科教育センター）、生徒学習会（千葉大
学）、理科研究相談会（子ども交流館アリーナ）、植物観察会
（県立中央博物館）、天文学習会（科学館）、児童実験会（小
学校）、生徒実験会（理科教育センター）等の理科教育セン
ター行事を通して、児童生徒の科学への興味や関心を高める。

(193) 生涯学習振興課

　科学に高い興味・関心をもつ中学生・高校生に対
し、その能力を伸ばすための質の高い学習プログラム
を提供し、受講生が市内の大学等研究機関や企業など
が有する高度な科学技術を体験する。

（１）期間　平成26年6月～平成27年1月
（２）対象　市内在住・在学の中学2年生～高校生（6４人）
（３）内容　開講式、講演、セミナー、実習、施設見学、
　　　　　　成果発表会、閉講式
（４）コース・総合コース（１２人）
　　　　　　・千葉大学連携コース（２２人）
　　　　　　・医療系コース（１１人）
　　　　　　・市立千葉高校SSHコース（１９人）

- - - - a a

（１）期間　平成27年6月～28年1月
（２）対象　市内在住・在学の中1～高３（65人程度）
（３）内容　開講式、講演、セミナー、実習、施設見学、
　　　　　　成果発表会、閉講式
（４）コース
　　　　　　千葉大学連携、生命・医療、市立千葉高校ＳＳ
　　　　　　Ｈ、探究支援コースの4コース設定。主体的な
　　　　　　課題探究にも対応。
（５）小学５・６年を対象のジュニア講座（２回）を新設す
　　　る。

・市立千葉高校ＳＳＨコースを新設し、4コースと
　した。

(194) 生涯学習振興課

　市内中学校の科学部が集まり、互いの活動内容を報
告したり情報交換したり見直したりすることによっ
て、中学校科学部が活性化できるようにする。

（１）「サイエンスクラブアセンブリー」の開催
　　　期日：10月18日（土）
（２）科学部員研究セミナーの開催
　　　・研究テーマ探し・電子サイコロ製作・ジャイロの学習
　　　・動物公園長講演会
（３）科学部関係者を対象にした研修会や連絡会の開催

- - - - b b

（１）「サイエンスクラブアセンブリー（科学部交流発表
　　　会）」の開催　期日：10月1７日（土）
（２）科学部員研究セミナーの開催
　　　・研究テーマ探し・電子工作・科学館との連携講座・講
　　　　演会
（３）科学部関係教員を対象にした研修会や連絡会の開催
（４）科学館学校支援ボランティア対象研修会開催

(16-1) 指導課

　図工美術における絵画学習の成果を発表する場を設
けることにより、表現力の育成を図る。優れた作品に
は賞状を与え表彰する。

　各学校において、図画工作科、美術科における絵画学習の成
果を発表する場を設け、表現力の育成を図った。学校規模の学
級数に応じて、優れた作品には賞状を授与して表彰をした。 ｂ ａ ｂ ｂ b b

　図画工作科、美術科における絵画学習の成果を発表する場を
設けることにより、表現力の育成を図る。優れた作品には賞状
を与え表彰する予定である。

(16-2) 指導課

　児童生徒の教科学習の成果を発表する場を設けるこ
とにより、思考力や表現力の育成を図る。第１部とし
て科学部門を９月に市科学館で開催、第２部として図
画工作・美術、家庭科・技術・家庭科、書写、特別支
援教育部門を1月下旬に千葉市美術館で開催する予定で
ある。

　児童生徒の教科学習の成果を発表する場を設けることによ
り、思考力や表現力の育成を図った。第１部として科学部門を
平成２６年９月２０日～２３日にきぼーる・市科学館で開催
し、約６０００人が参観した。第２部として図画工作・美術、
家庭科・技術・家庭科、書写、特別支援教育部門を1月２４日
～２月１日に千葉市美術館で開催し、約２,００００人が参観し
た。

ｂ ａ ｂ ｂ b b

　児童生徒の教科学習の成果を発表する場を設けることによ
り、思考力や表現力の育成を図る。第１部として科学部門を平
成２７年９月１９日～２３日にきぼーる・市科学館で開催、第
２部として図画工作・美術、家庭科・技術・家庭科、書写、特
別支援教育部門を1月下旬に千葉市美術館で開催する予定であ
る。

各アクションプランの事業評価と実施状況

【評価の仕方】 特に成果が高い。

H２６年度事業計画を概ね達成している。

H２６年度事業計画が達成できなかった。未着手であった。

Ｈ２７年度（最終年度）事業計画事業番号

科学部活性化事業

少人数学習指導員の配置

（２）5
児童生徒による
学習成果発表の
充実

備考
・自己評価が【ａ】や【ｃ】になった
　理由、その対応
・自己評価が上がった理由
・事業が完了・統合等、大きな変化
　があった理由

Ｈ２６年度事業計画 Ｈ２６年度事業実績（見込）

千葉市版年間指導計画の作成

担当所管アクションプラン

自己評価

絵をかく会の開催

総合展の開催

千葉市未来の科学者育成プロ
グラム

教育課程研究協議会等の実施

＜施策展開の方向Ⅰ　わかる授業を推進し、自ら学ぶ力を身に付けさせる＞

理科教育サポート事業

小中学校理科センターによる
理科教育の振興

学力状況調査の実施と活用

指導指針「21世紀を拓く」の
作成と活用

学校訪問指導の実施

（１）1
新学習指導要領
への確実な対応

基本施策
具体施策

（１）２
確かな学力の育
成に向けた「わ
かる授業」の推
進

（１）4
理数教育の充実
（「理科、算
数・数学好き」
児童生徒の育
成）
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Ｈ２７年度（最終年度）事業計画事業番号

備考
・自己評価が【ａ】や【ｃ】になった
　理由、その対応
・自己評価が上がった理由
・事業が完了・統合等、大きな変化
　があった理由

Ｈ２６年度事業計画 Ｈ２６年度事業実績（見込）担当所管アクションプラン

自己評価

基本施策
具体施策

(16-3) 指導課

　９月４日に、市立中学校など６０校の生徒を対象に
２つの会場で実施し、相互の学び合いの場とする。

　９月４日に、市立中学校など６０校の生徒を対象に２つの会
場で実施した。

ｂ ａ ｂ ｂ b b

　９月３日に、市立中学校など約６０校の生徒を対象に２つの
会場で実施し、相互の学び合いの場とする予定。

(16-4) 指導課

　小学校は、中央区、若葉区、緑区で開催、中学校は
市民会館で２日間開催する予定。また、特別支援学
校・特別支援学級の参加を検討する。

 　小学校は、中央区、若葉区、緑区で開催、中学校は市民会
館で2日間開催をした。中学校音楽発表会には市立養護学校も
参加をした。 ｂ ａ ｂ ｂ b b

　小学校は、美浜区、稲毛区、花見川区で開催する予定。中学
校は千葉市文化交流プラザで３日間開催する。

(16-5) 指導課

　全小・中学校から学習の成果である作文を推薦して
もらい、優秀作品を文集として発行する。なお、以後
の作文学習の教材として、文集の活用の推進を図る。

　全小・中学校から学習の成果である作文や読書感想文を推薦
してもらい、優秀作品を文集として発行した。また、以後の国
語学習の教材として、文集の活用を促進した。 ｂ ａ ｂ ｂ b b

　全小・中学校から学習の成果である作文や読書感想文を推薦
してもらい、優秀作品を文集として発行する。なお、以後の国
語学習の教材として、文集の活用の推進を図る。

(17) 教育センター

　情報教育支援員による学校への支援を行い、教育情
報ネットワークの安定運用と教育の情報化に努める。

　情報教育支援員による学校への支援を行い、学習用のソフト
ウェアの活用、ならびに操作上のトラブルシュート、現場での
プリンタやネットワーク機器の点検・補修を行うことにより、
児童生徒・教職員への教育の情報化への支援・ネットワークの
安定稼働が図られた。

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

  情報教育支援員による学校への支援を行い、教育情報ネット
ワークの安定運用と教育の情報化に努める。

(18) 教育センター

　学校ＣＩＯを育成するため、学校の管理職及び担当
者を対象とした研修を充実させ、教育の情報化を進め
る。

　学校ＣＩＯを育成するための情報セキュリティ講習、
Cabinet取扱い責任者講習をそれぞれ管理職・取扱い責任者を
対象に実施した。併せて教育メディア主任研修会等との内容等
の連携を図ることによって、学校内で組織の活性化が図られ
た。

ｂ ａ ａ ｂ b b

　学校ＣＩＯを育成するため、学校の管理職及び担当者を対象
とした研修を充実させ、教育の情報化を進める。

(19) 教育センター

　学習コンテンツの見直しを進めるとともに、各種研
修会等をとおして各学校での活用を促進する。

　千葉市独自の学習コンテンツの見直しを図り、研修会・講座
等において受講者に対して、活用を依頼した。また教職員向け
の情報セキュリティ研修に関するコンテンツを開発してイント
ラネット上に公開した。

ｂ ａ ｂ ｂ ｂ b

　学習コンテンツの見直しを進めるとともに、各種研修会等を
とおして各学校での活用を促進する。

(20) 教育センター

　各種研修会をとおして、発達段階に応じた情報モラ
ル教育の重要性について周知し、各学校の実態に応じ
た情報モラル教育の推進に努める。

　教育メディア主任研修会において、情報モラル教育の重要性
とポイントを示し各校で作成する情報教育指導計画に位置付
け、情報セキュリティ研修・Cabinet取扱責任者講習・専門講
座等で周知し、学校の実態に応じた情報モラル教育の推進に努
めた。

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　各種研修会をとおして、発達段階に応じた情報モラル教育の
重要性について周知し、各学校の実態に応じた情報モラル教育
の推進に努める。

(21)
生涯学習振興
課・指導課

【生涯学習振興課】「団体利用の手引」に基づき、学
校担当者への科学館利用説明会を実施し、事前学習
キットの貸出を行い、利用促進を図る。
・ワークシート学習
・天文学習
・実験工作学習
【指導課】プラネタリウムや展示、実験室を活用した
学習等を児童生徒に提供し、利用促進を図る。

【生涯学習振興課】プラネタリウム投影機器を更新（10月）
各小学校での風景で投影が可能な対応を開始。「団体利用の手
引」に基づき、学校担当者への科学館利用説明会を実施し、事
前学習キットの貸出を行い、利用促進を図った。
・ワークシート学習
・天文学習（学習投影検討委員会を開催し内容を検討）
・実験工作学習（学習キットを学校貸出し、中学校職場体験学
習受入れ（35校））

【指導課】天体や星座への興味関心を深めた。理科センター行
事として天文学集会を実施し、市内小学校39校297人の児童
が参加した。

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

【生涯学習振興課】各小学校での風景で投影が可能な対応を拡
大。「団体利用の手引」に基づき、学校担当者への科学館利用
説明会を実施し、事前学習キットの貸出を行い、利用促進を図
る。
・ワークシート学習
・天文学習（学習投影検討委員会を開催し内容を検討）
・実験工作学習（学習キットを学校貸出し、中学校職場体験学
習受入れ）

【指導課】プラネタリウムや展示、実験室を活用した学習等を
児童生徒に提供し、利用促進を図る。

　プラネタリム投影システムの更新（10月）によ
り、各小学校から見た星空の投影（校舎と星空が同
時に映し出される仕組み）が可能となり、学校団体
利用者の関心を高めた。

(22) 中央図書館

　「千葉市子ども読書活動推進計画」に基づく各種事
業を実施する。
　調べ学習に活用できる図書館資料の整備を図ると同
時に、子どもとその保護者、教職員等に対するレファ
レンスサービスの充実に努める。

  「千葉市子ども読書活動推進計画」に基づく各種事業を実施
した。
　調べ学習に活用できる図書館資料を整備し、子どもとその保
護者、教職員等に対するレファレンスサービスの充実に努め
た。
  来館でのブックトークの要望に応じて、小学4～６年生対象
に、国語教科書単元に関連した本を紹介し、図書館利用の推進
を図った。6回、延べ168人。

ａ ｂ ｂ ｂ b b

  「千葉市子ども読書活動推進計画」に基づく各種事業を実施
する。
　調べ学習に活用できる図書館資料を整備し、子どもとその保
護者、教職員等に対するレファレンスサービスの充実に努め
る。
　科学の本を展示し、調べ学習の興味関心を高めて、図書館資
料の利用推進を図る。

(23) 文化財課

　各館が協力しあって、様々な事業展開を行い、学び
への動機付けと幅広い知識の取得を増進する。

　加曽利貝塚博物館では、施設の解説・火起こし体験、郷土博
物館では、鎧つくり講座、埋蔵文化財調査センターでは出前授
業として、本物の土器等に児童生徒が直接触れる事業を展開し
た。
また、加曽利貝塚博物館、郷土博物館、埋蔵文化財調査セン
ターにおいて、夏休み期間中の子ども向け事業を実施した。

埋蔵文化財調査センターの出前授業を利用した児童・生徒数
（延べ数）６,１１１人

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　小中学校では、博物館や埋蔵文化財調査センターと連携し、
子どもたちが出土品や展示資料を解説付きで見たり触れたりす
ることを通じて、郷土教育の醸成を図る。

(24)
指導課・教育セ
ンター・中央図

書館

　各学校における図書資料並びに教育センター内の教
育関係図書等のデータベース化を継続して行い、学校
から図書検索が可能となるよう検討・協議を進めてい
く。

　各学校の図書資料のデータベース化や公共図書館との連携に
おいて、先進的な取組を行っている地域を視察し、今後の学校
図書館の整備推進について検討した。 指c

教ａ
中ｃ

ｂ ｂ ｂ b b

　各学校における図書資料のデータベース化や公共図書館との
連携において、他県市の情報収集に努めながら、今後の学校図
書館の整備推進について検討していく。

（２）7
科学館・図書
館・博物館等の
活用

（２）8
学校図書館機能
の整備・充実

（２）6
情報教育の充
実・推進

学校図書館情報ネットワーク
システムの整備推進

図書館の活用推進

博物館等との連携

情報教育支援員の配置

学校ＣＩＯの育成

学習コンテンツの開発と活用

情報モラル教育の推進

科学館を活用した授業の展開

（２）5
児童生徒による
学習成果発表の
充実

英語発表会の開催

音楽発表会の開催

文集・詩集「ともしび」、読
書感想文集「本だな」の発行
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